
知多市在宅ケアセンター訪問看護ステーション重要事項説明書 

 

１ 事業の目的と運営の方針 

(1) 事業の目的 

   病気やけがなどにより在宅療養をしている状態にあり、かかりつけの医師が訪

問看護の必要を認めた方に対し、適正な訪問看護を提供することを目的とします。 

(2) 運営の方針 

   在宅療養をしている方、在宅療養に備えて一時的に外泊をしている方の心身の

特性をふまえて、生活の質の確保を重視した在宅療養が続けられるように支援し

ます。 

事業の実施にあたっては、関係医療機関や地域の保健・医療・福祉・介護サー

ビスとの密接な連携を図り、総合的な看護の提供に努めます。 

 

２ 当事業所の概要 

名 称 知多市在宅ケアセンター訪問看護ステーション 

所 在 地 知多市新知字永井２番地の１  

電 話 ０５６２－５４－４５００ 

事業所番号 介護保険 ２３６４３９００１９ 医療保険 ４３９００１９ 

営業時間 
月曜日～金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分 

土、日、祝日、年末年始（12／29～1／3）は休業日 

所 長 榊 原 美 知 代 

管 理 者 榊 原 美 知 代 

職員体制 看護師８名（常勤５名 非常勤３名） 事務１名（非常勤）     

 

３ 事業の実施地域 

 通常の事業の実施地域は、知多市内とします。 

 

４ 訪問看護の内容 

(1) 病状や障がい、全身状態の観察 

(2) 清拭、洗髪などによる清潔の保持 

(3) 排泄の介助、指導 

(4) 褥瘡の予防や処置 

(5) 運動機能リハビリテーションの介助や指導 

（6）摂食・嚥下リハビリテーション 

(7) カテーテルなどの管理 

(8) 療養生活や介護方法の助言 

(9) 認知症の看護 



(10) 終末期の看護 

(11) その他医師の指示による必要な医療処置など 

 

５ 訪問看護の利用に関する事項 

(1) 訪問看護の開始 

ア 外泊中の場合 

訪問看護の依頼をいただいた後、主治医と連絡をとり、「訪問看護指示書」を

いただき、所定の「第１号様式（第４条関係）知多市在宅ケアセンター利用申込

書」を提出していただきます。その後、業務内容等についてご相談のうえ、訪問

日、訪問時間を調整し、訪問看護職員がご自宅に訪問します。訪問後は主治医に

対し「訪問看護報告書」を提出します。また、訪問看護を提供するにあたり、主

治医や病棟看護師等との密接な連携に努めます。 

  イ 在宅療養の場合 

   訪問看護の依頼をいただいた後、主治医と連絡をとり、「訪問看護指示書」に

記された指示のもとに訪問看護職員がお伺いします。その後、業務内容や、訪問

日、訪問時間等についてご相談し契約を締結します。 

   訪問看護職員は、主治医に対して「訪問看護計画書」「訪問看護報告書」を提

出します。訪問看護を提供するにあたり、介護支援専門員やその他の保健・医療・

福祉・介護サービスを提供する者との密接な連携に努めます。 

(2) 訪問看護の終了 

ア 利用者の都合で訪問看護を終了する場合 

訪問看護の終了を希望する日の７日前までにお申し出ください。 

イ 当事業所の都合で訪問看護を終了する場合 

やむを得ない事情により訪問看護の提供を終了させていただく場合があり 

ます。 

ウ 自動的に終了する場合 

・利用者が医療施設等へ帰院した場合 

・利用者が死亡した場合 

(3) その他 

 ア 悪天候で往復途上での危険が予測される場合は、訪問日時を変更させていた

だく場合があります。  

 イ 訪問日や訪問時間の変更または中止を希望される時は、できるだけお早めに

ご連絡ください。 

ウ 看護職員は緊急時に備えて４～５人の看護師で対応させていただきますが、

やむを得ず訪問日や訪問時間の変更をさせていただく場合は、あらかじめご連

絡し調整させていただきますのでご了承ください。 

 

６ 緊急時における対応方法 

  訪問中に容体の急変等があった場合には、応急手当を行うとともに必要に応じて

主治医、ご家族へ連絡します。また、主治医の指示に従って利用者へ必要な対応を

行い、その結果を報告します。 

 



７ 業務継続計画の策定 

(1) 感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する訪問看護の提供を継続的

に実施するための、非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画を策定し、

当該業務継続計画に従って必要な措置を講じます。 

(2) 職員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を

定期的に実施します。 

(3) 定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行

います。 

 

８ 衛生管理等 

(1) 看護師の清潔の保持及び健康状態について、必要な管理を行います。 

(2) 指定訪問看護事業所の設備及び備品等について、衛生的な管理に努めます。 

(3) 事業所において感染症が発生し、又はまん延しないように、次に掲げる措置を

講じます。 

ア 事業所における感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会

を定期的に開催するとともに、その結果について、職員に周知徹底しています。 

イ 事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備しています。 

ウ 職員に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的に 

実施します。 

 

９ 利用料金と支払い方法 

(1) 利用料金 

  ア 介護保険：別紙１をご覧ください。 

 

  イ 医療保険：別紙２をご覧ください。 

 

  ウ 訪問看護休日等の利用料：別表（第７条関係）をご覧ください。 

 

 (2) 支払い方法 

    毎月１５日までに、前月分の訪問看護費請求明細書、自己負担金の案内と

前々月の領収書を送付します。 

    お支払いは金融機関（ゆうちょ銀行、三菱 UFJ 銀行を除く）からの口座引落

とし（翌月の最終営業日）か、市役所または金融機関の窓口でお願いいたしま

す。 

    窓口払いの場合は、納付書を発行いたしますので職員までお申し出ください。 

   職員は現金の取り扱いはいたしません。 

 

１０ 虐待の防止について 

  事業者は、利用者等の人権擁護・虐待の発生の又はその再発を防止するために、 

次に掲げるとおり必要な措置を講じます。 

(1) 虐待防止に関する担当者を置いています。 

(2) 虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催し、その結果について



職員に周知徹底を図っています。 

(3) 虐待防止のための指針の整備をしています。 

(4) 従業者に対して、虐待を防止するための定期的な研修を実施しています。 

(5) サービス提供中に、当該事業所職員又は養護者（現に養護している家族・親族

同居人等）による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかに、

市町村に通報します。 

 

１１ 身体拘束の原則禁止 

 (1) 事業者は、サービス提供に当たっては、利用者又は他の利用者等の生命又は身 

  体を保護するために緊急やむ得ない場合を除き、身体的拘束その他利用者の行動 

  を制限する行為（以下「身体的拘束等」という。）を行いません。 

(2) 事業者はやむを得ず身体的拘束を行う場合には、その態様及び時間、その際の 

 利用者の心身の状況並びに緊急やむ得ない理由を記録することとします。 

 

１２ 訪問看護の内容に関する相談・苦情窓口 

  下記の機関に苦情を申し立てることができます。 

 （1）知多市在宅ケアセンター  月～金 午前８時３０分～午後５時１５分 

  （祝日、年末年始を除く）   ０５６２－５４－４５００ 

    窓口責任者  知多市在宅ケアセンター所長 榊 原 美 知 代 

  

 （2）知多市役所長寿課   月～金 午前８時３０分～午後５時１５分

（祝日、年末年始を除く）   ０５６２－３６－２６５２ 

  

 （3）知多北部広域連合   月～金 午前８時３０分～午後５時１５分

（祝日、年末年始を除く）   ０５２－６８９－２２６３ 

  

 （4）愛知県国民健康保険団体連合会 月～金 午前９時００分～午後５時３０分 

 （祝日、年末年始を除く）   ０５２－９７１－４１６５ 

  


